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飯
倉
洋
一
教
授
略
歴
・
業
績
目
録

（
学
歴
）

一
九
七
五
年
三
月　

長
崎
県
立
長
崎
西
高
等
学
校
卒
業

一
九
八
〇
年
三
月　

九
州
大
学
文
学
部
文
学
科
国
語
学
国
文
学
専
攻
卒
業

一
九
八
三
年
三
月　

九
州
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
国
語
学
国
文
学
専
攻
修
了

一
九
八
五
年
三
月　

九
州
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
国
語
学
国
文
学
専
攻
退
学

一
九
九
八
年
九
月　

博
士
（
文
学
）（
九
州
大
学
）

（
職
歴
）

一
九
八
五
年
四
月　

九
州
大
学
文
学
部
助
手

一
九
八
七
年
四
月　

山
口
大
学
教
養
部
講
師

一
九
九
〇
年
四
月　

山
口
大
学
教
養
部
助
教
授

一
九
九
六
年
四
月　

山
口
大
学
人
文
学
部
助
教
授

二
〇
〇
〇
年
四
月　

山
口
大
学
人
文
学
部
教
授

二
〇
〇
一
年
四
月　

大
阪
大
学
文
学
研
究
科
助
教
授

二
〇
〇
四
年
四
月　

大
阪
大
学
文
学
研
究
科
教
授

二
〇
二
二
年
三
月　

大
阪
大
学
停
年
退
職

（
非
常
勤
講
師
歴
）

山
口
女
子
大
学（
山
口
県
立
大
学
）、
福
岡
女
子
大
学
、
筑
紫
女
学
園
短
期
大
学
、
福
岡
女
学
院
大
学
、
奈
良
女
子
大
学
、
近
畿
大
学
、
福
岡
大
学
、
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青
山
学
院
大
学
、
九
州
大
学
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
、
立
教
大
学
、
同
志
社
大
学
、
放
送
大
学

（
学
会
等
役
員
）

日
本
近
世
文
学
会　

　

編
集
委
員
、
委
員
、
常
任
委
員
、
事
務
局
代
表
、
広
報
企
画
委
員
（
委
員
長
）

絵
入
本
学
会　

　

運
営
委
員
・
代
表

俳
文
学
会　

　

委
員

人
間
文
化
研
究
機
構
国
文
学
研
究
資
料
館

　

�

国
文
学
文
献
資
料
（
特
別
）
調
査
員
、
共
同
研
究
員
、
調
査
収
集
委
員
会
（
委
員
長
）、
運
営
会
議
委
員
、
古
典
籍
共
同
事
業
セ
ン
タ
ー
拠
点
連

携
委
員
会
委
員

園
田
女
子
大
学
近
松
研
究
所

　

評
議
員

公
益
財
団
法
人
柿
衞
文
庫

　

理
事
、
柿
衛
賞
選
考
委
員

186
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論
著
目
録

〈
著
書
〉

（
単
著
）『
叢
書
江
戸
文
庫 
13 

佚
斎
樗
山
集
』（
叢
書
江
戸
文
庫
13
）	

一
九
八
八
年
一
〇
月	

国
書
刊
行
会

（
共
編
）『
学
海
日
録
』
全
一
一
巻　

別
巻
一	

一
九
九
二
年
七
月	

岩
波
書
店 

（
単
著
）『
秋
成
考
』	

二
〇
〇
五
年
二
月	

翰
林
書
房

（
共
編
）『
秋
成
文
学
の
生
成
』	

二
〇
〇
八
年
二
月	

森
話
社

（
単
編
）『
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
蔵
和
古
書
目
録
第
二
稿
』	

二
〇
〇
九
年
二
月	

大
阪
大
学
附
属
図
書
館

（
共
著
）『
蘆
庵
文
庫
目
録
と
資
料
』（
日
本
書
誌
学
大
系
98
） 	

二
〇
〇
九
年
一
〇
月	

青
裳
堂
書
店 

（
単
編
）『
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
忍
頂
寺
文
庫
目
録
』	

二
〇
一
一
年
三
月	

大
阪
大
学
附
属
図
書
館 

（
共
編
）『（
上
方
文
庫
39
）
な
に
わ
古
書
肆　

鹿
田
松
雲
堂　

五
代
の
あ
ゆ
み
』	

二
〇
一
二
年
一
一
月	

和
泉
書
院

（
単
著
）『（
阪
大
リ
ー
ブ
ル
39
）
上
田
秋
成　

絆
と
し
て
の
文
芸
』	

二
〇
一
二
年
一
二
月	

大
阪
大
学
出
版
会

（
共
著
）『
小
沢
蘆
庵
自
筆　

六
帖
詠
藻　

本
文
と
研
究
』	

二
〇
一
七
年
二
月	

和
泉
書
院 

（
単
編
）『
ア
プ
リ
で
学
ぶ
く
ず
し
字　

く
ず
し
字
学
習
ア
プ
リK

uLA
の
使
い
方
』	

二
〇
一
七
年
二
月　

	

笠
間
書
院　

（
単
編
）『
近
世
文
学
史
研
究
2　

十
八
世
紀
の
文
学
』	

二
〇
一
七
年
六
月	

ぺ
り
か
ん
社

（
校
訂
代
表
）『
江
戸
怪
談
文
芸
名
作
選 

二 

前
期
読
本
怪
談
集
』	

二
〇
一
七
年
七
月	

国
書
刊
行
会　

（
共
編
）『
文
化
史
の
な
か
の
光
格
天
皇
―
朝
儀
復
興
を
支
え
た
文
芸
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』	

二
〇
一
八
年
六
月	

勉
誠
出
版

（
共
編
）『
日
本
文
学
研
究
ジ
ャ
ー
ナ
ル 

第
7
号　

近
世
後
期
小
説
の
作
者
・
読
者
・
出
版
』	
二
〇
一
八
年
九
月	

古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

（
共
著
）『
翻
刻
『
三
獣
演
談
』』	
二
〇
一
九
年
三
月	

大
阪
大
学
文
学
研
究
科
日
本
文
学
国
語
学
研
究
室

（
共
編
）『
真
山
青
果
と
は
何
者
か
？
』	

二
〇
一
九
年
七
月	

文
学
通
信

（
共
著
）『
古
典
は
本
当
に
必
要
な
の
か
？
否
定
論
者
と
議
論
し
て
本
気
で
考
え
て
み
た
』	

二
〇
一
九
年
九
月	

文
学
通
信

187
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〈
研
究
成
果
報
告
書
〉

『
明
和
九
年
刊
書
籍
目
録
所
載
「
奇
談
」
書
の
研
究
（1999

～2001

年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（C

）
研
究
成
果
報
告
書
）』
二
〇
〇
二
年
三
月

『
忍
頂
寺
文
庫
・
小
野
文
庫
の
研
究
（2005

年
度
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
共
同
研
究
報
告
書
）』
二
〇
〇
六
年
三
月

『「
奇
談
」
書
を
中
心
と
す
る
近
世
中
期
上
方
仮
名
読
物
史
の
構
築
（2004

～2006

年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（C

）
研
究
成
果
報
告
書
）』
二
〇
〇
七
年
三
月

『
忍
頂
寺
文
庫
・
小
野
文
庫
の
研
究
2
（2006

年
度
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
共
同
研
究
（
国
文
学
研
究
資
料
館
研
究
連
携
事
業
）
研
究
成
果
報
告
書
）』）
二
〇
〇
七
年
三
月

『
テ
ク
ス
ト
の
生
成
と
変
容
（
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
広
域
文
化
表
現
論
講
座
共
同
研
究
研
究
成
果
報
告
書
）』
二
〇
〇
八
年
三
月

『
忍
頂
寺
文
庫
・
小
野
文
庫
の
研
究
3
（2008

年
度
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
共
同
研
究
（
国
文
学
研
究
資
料
館
研
究
連
携
事
業
）
研
究
成
果
報
告
書
）』
二
〇
〇
九
年
三
月

『
忍
頂
寺
文
庫
・
小
野
文
庫
の
研
究
4
（2009

年
度
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
共
同
研
究
（
国
文
学
研
究
資
料
館
研
究
連
携
事
業
）
研
究
成
果
報
告
書
）』
二
〇
一
〇
年
三
月

『
上
田
秋
成
の
和
文
作
品
本
文
の
生
成
と
変
容
に
つ
い
て
の
研
究 

上
田
秋
成
『
文
反
古
』
注
釈
稿
』（2007-2009

年
度 

科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（C

）
研
究
成
果
報

告
書
）』
二
〇
一
〇
年
三
月

『
忍
頂
寺
文
庫
・
小
野
文
庫
の
研
究
5
（2010

年
度
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
共
同
研
究
（
国
文
学
研
究
資
料
館
研
究
連
携
事
業
）
研
究
成
果
報
告
書
）』
二
〇
一
一
年
三
月

『
国
文
学
研
究
資
料
館
公
募
共
同
研
究 

近
世
風
俗
文
化
学
の
形
成
―
忍
頂
寺
務
草
稿
お
よ
び
旧
蔵
書
と
そ
の
周
辺
』
国
文
学
研
究
資
料
館 

二
〇
一
二
年
三
月

『
近
世
上
方
文
壇
に
お
け
る
人
的
交
流
の
研
究
（2010-2013
年
度
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（B

）
研
究
成
果
報
告
書
）』
二
〇
一
四
年
三
月

『
日
本
語
の
歴
史
的
典
籍
の
国
際
共
同
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
ク
ラ
ス
タ
ー
成
果
報
告
書
（2014

年
度
）』
二
〇
一
五
年
三
月

〈
論
文
〉

秋
成
の
「
私
」
の
説
に
つ
い
て	

一
九
八
〇
年
一
二
月	

『
語
文
研
究
』
第
五
〇
号

「
自
然
」
の
意
味
―
秋
成
の
理
想
と
現
実
―	

一
九
八
二
年
六
月	

『
語
文
研
究
』
第
五
二
・
五
三
号

翻
刻
『
や
ま
と
怪
異
記
』
上	
一
九
八
三
年
六
月	

『
江
戸
時
代
文
学
誌
』 

第
三
号

秋
成
に
お
け
る
「
憤
り
」
の
問
題
―
『
春
雨
物
語
』
へ
の
一
視
点
―	
一
九
八
四
年
五
月	

『
文
学
』
第
五
四
巻
第
五
号

『
呵
刈
葭
』
上
篇
と
宗
武
・
宇
万
伎
の
「
仮
字
問
答
」	

一
九
八
五
年
二
月	

『
文
献
探
究
』
第
一
五
号

宇
万
伎
の
古
道
論	

一
九
八
五
年
九
月	

『
文
献
探
究
』
第
一
六
号

188
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翻
刻
『
や
ま
と
怪
異
記
』
下
―
附
・
解
題
―	

一
九
八
五
年
一
一
月	

『
江
戸
時
代
文
学
誌
』
第
四
号

秋
成
と
分
度
―
『
安
々
言
』
試
論
―	

一
九
八
六
年
七
月	

『
文
学
』
第
五
七
巻
七
号

春
雨
物
語
序
文
考	

一
九
八
七
年
二
月	

『
文
学
研
究
』（
九
州
大
学
文
学
部
）
第
八
四
輯

「
海
賊
」
考	

一
九
八
九
年
三
月	

『
江
戸
時
代
文
学
誌
』
第
六
号

身
の
う
さ
は
人
し
も
告
じ
―
「
浅
茅
が
宿
」
作
中
歌
補
注
―	

一
九
九
一
年
九
月	

『
文
献
探
究
』
第
二
八
号

常
盤
潭
北
論
序
説
―
俳
人
の
庶
民
教
化
―	

一
九
九
一
年
一
二
月	

『
江
戸
時
代
文
学
誌
』
第
八
号

い
ぶ
か
し
き
世
の
さ
ま
―
「
二
世
の
縁
」
私
見
―	

一
九
九
二
年
九
月	

『
読
本
研
究
』
第
六
輯

奇
談
か
ら
読
本
へ	

一
九
九
三
年
五
月	

�『
日
本
の
近
世　

12
〈
文
学
と
美
術
の
成
熟
〉』（
中

央
公
論
社
）

本
居
宣
長
と
妙
法
院
宮	

一
九
九
四
年
七
月	

『
江
戸
文
学
』
第
一
二
号

大
田
南
畝
の
在
坂
生
活	

一
九
九
四
年
一
一
月	

�『
論
集
近
世
文
学
5　

共
同
研
究
上
田
秋
成
と
そ
の

時
代
』
勉
誠
社

妙
法
院
宮
サ
ロ
ン	

一
九
九
四
年
一
一
月	

�『
論
集
近
世
文
学
5　

共
同
研
究
上
田
秋
成
と
そ
の

時
代
』
勉
誠
社

潭
北
の
教
訓
本
―
『
野
総
茗
話
』
を
め
ぐ
っ
て	

一
九
九
五
年
一
月	

『
雅
俗
』
第
二
号

小
品
物
語
の
世
界
―
「
月
の
前
」「
剣
の
舞
」「
鴛
央
行
」「
背
振
翁
伝
」
―	

一
九
九
五
年
六
月	

『
国
文
学 

解
釈
と
教
材
の
研
究
』
第
四
〇
巻
第
七
号

和
文
の
思
想
―
雅
俗
論
の
視
点
―	

一
九
九
五
年
七
月	

『
季
刊
文
学
』
第
六
巻
第
三
号

「
血
か
た
び
ら
」
の
文
体	
一
九
九
六
年
一
月	

『
雅
俗
』
第
三
号

西
原
晁
樹
資
料
―
立
花
織
衛
宛
書
簡
五
通
―	
一
九
九
七
年
三
月	

『
山
口
国
文
』
第
二
〇
号

『
近
世
畸
人
伝
』
と
伴
蒿
蹊	

一
九
九
七
年
六
月	

『
歴
史
読
本
』
第
四
二
巻
第
六
号

語
り
と
命
禄
―
富
岡
本
「
天
津
処
女
」
論
―	

一
九
九
八
年
一
月	

『
雅
俗
』
第
五
号

西
原
晁
樹
の
文
事
―
著
述
解
題
―	

一
九
九
八
年
三
月	

『
山
口
国
文
』
第
二
一
号

189
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富
岡
本
「
血
か
た
び
ら
」
の
〈
語
り
〉
に
つ
い
て	

一
九
九
八
年
六
月	

『
近
世
文
藝
』
第
六
八
号

人
麿
・
宗
椿
・
無
腸
―
「
ぬ
ば
玉
の
巻
」
の
言
説
構
造
―	

一
九
九
八
年
一
一
月	

�『
富
士
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
論
叢 

中
村
博
保
教
授
追
悼

特
別
号
』

近
世
小
説
に
伏
在
す
る
中
古
物
語
―
秋
成
を
例
に
―	

一
九
九
九
年
六
月	

『
国
文
学 

解
釈
と
教
材
の
研
究
』
第
四
四
巻
第
二
号

老
曽
の
森
の
物
語
―
「
目
ひ
と
つ
の
神
」
私
見
―	

一
九
九
九
年
六
月	

『
語
文
研
究
』
第
八
六
・
八
七
号

「
長
物
が
た
り
」
の
系
譜
―
春
雨
物
語
論
の
た
め
に
―	

二
〇
〇
一
年
二
月	

『
江
戸
文
学
』
第
二
二
号

『
文
反
古
』
の
成
立
―
稿
本
か
ら
刊
本
へ
―	

二
〇
〇
二
年
一
月	

『
雅
俗
』
第
九
号

「
奇
談
」
の
場	

二
〇
〇
二
年
五
月	

『
語
文
』（
大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会
）
第
七
八
号

秋
成
と
天
覧
―
『
神
代
が
た
り
』
試
論
―	

二
〇
〇
二
年
一
二
月	

『
待
兼
山
論
叢
（
文
学
編
）』
第
三
六
号

「
秋
山
記
」
の
再
検
討
―
「
め
め
し
さ
」
の
意
味
す
る
も
の
―	

二
〇
〇
三
年
五
月	

『
江
戸
文
学
』
第
二
八
号

祗
徳
の
立
場
―
「
誹
諧
古
学
」
に
つ
い
て
―	

二
〇
〇
三
年
六
月	

『
国
文
学 

解
釈
と
教
材
の
研
究
』
第
四
八
巻
第
八
号

談
義
本
が
描
く
江
戸	

二
〇
〇
三
年
一
二
月	

『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
第
六
八
巻
第
一
二
号

「
奇
談
」
史
の
一
齣	

二
〇
〇
四
年
三
月	

�『
日
本
古
典
文
学
史
の
課
題
と
方
法　

漢
詩　

和
歌　

物
語
か
ら
説
話
唱
導
へ
』
和
泉
書
院

上
方
の
「
奇
談
」
書
と
寓
言
―
『
垣
根
草
』
第
四
話
に
即
し
て
―	

二
〇
〇
四
年
五
月	

『
上
方
文
藝
研
究
』
第
一
号

日
本
近
世
〈
小
説
〉
と
寓
言
（
韓
国
語
）	

二
〇
〇
四
年
一
二
月	

『
古
典
文
学
研
究
』（
韓
国
古
典
文
学
会
）
第
26
輯

日
本
近
世
小
説
史
の
新
領
域
―
「
奇
談
」
と
い
う
書
物
た
ち
―	

二
〇
〇
五
年
二
月	

『
韓
国
日
本
学
会
第
70
回
学
術
大
会　

予
稿
集
』

「
人
は
ば
け
も
の
」
―
『
西
鶴
諸
国
は
な
し
』
の
発
想
―	

二
〇
〇
五
年
三
月	

�『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞　

別
冊　

西
鶴　

挑
発
す
る

テ
キ
ス
ト
』

浮
世
草
子
と
読
本
の
あ
い
だ	
二
〇
〇
五
年
六
月	

『
国
文
学
』
第
五
〇
巻
第
六
号

斉
物
論
（
翻
刻
・
解
題
）	

二
〇
〇
五
年
一
二
月	

『
雅
俗
文
叢
』
汲
古
書
院

大
江
文
坡
と
源
氏
物
語
秘
伝
―
〈
学
説
寓
言
〉
と
し
て
の
『
怪
談
と
の
ゐ
袋
』
冒
頭
話
―	

二
〇
〇
六
年
二
月	

『
語
文
』
第
八
四
・
八
五
輯
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「
菊
花
の
約
」
の
読
解	

二
〇
〇
六
年
三
月	

�『
テ
ク
ス
ト
の
読
解
と
継
承 

大
阪
大
学
文
学
研
究

科
広
域
文
化
表
現
論
講
座
共
同
研
究
研
究
成
果
報

告
書
』

忍
頂
寺
文
庫
蔵　

七
代
目
団
十
郎
の
配
り
本
二
種
（
共
著
）	

二
〇
〇
六
年
三
月	

『
忍
頂
寺
文
庫
・
小
野
文
庫
の
研
究
』

翻
刻　

忍
頂
寺
文
庫
蔵　

七
代
目
団
十
郎
の
配
り
本
三
種
―
『
遊
行
や
ま
ざ
る
』『
旅
中
腰
か
け
ざ
る
』『
な
ゝ
ゑ
び
ぞ
』
―
（
共
著
）

	

二
〇
〇
七
年
三
月
『
忍
頂
寺
文
庫
・
小
野
文
庫
の
研
究
2
』

怪
異
と
寓
言
―
浮
世
草
子
・
談
義
本
・
初
期
読
本
―	

二
〇
〇
七
年
一
一
月	

『
西
鶴
と
浮
世
草
子
の
研
究
』
第
二
号

初
期
読
本	

二
〇
〇
八
年
二
月	

『
読
本
（
よ
み
ほ
ん
）
事
典
』
笠
間
書
院

秋
成
和
文
の
生
成
―
『
文
反
古
』
の
生
成
―	

二
〇
〇
八
年
二
月	

『
秋
成
文
学
の
生
成
』
森
話
社

開
か
れ
た
テ
ク
ス
ト
へ
―
刊
本
『
文
反
古
』
へ
の
変
容
―	

二
〇
〇
八
年
三
月	

�『
テ
ク
ス
ト
の
生
成
と
変
容
』（
大
阪
大
学
大
学
院

文
学
研
究
科
広
域
文
化
表
現
論
講
座
）

『
春
雨
物
語
』
論
の
前
提	

二
〇
〇
八
年
五
月	

『
国
語
と
国
文
学
』
第
八
五
巻
第
五
号

『
文
反
古
』
の
版
下
筆
者	

二
〇
〇
八
年
五
月	

『
上
方
文
藝
研
究
』
第
五
号

未
紹
介
〔
秋
成
消
息
文
集
〕
に
つ
い
て	

二
〇
〇
九
年
一
月	

『
文
学　

隔
月
刊
』
第
一
〇
巻
第
一
号

濫
觴
期
絵
本
読
本
に
お
け
る
公
家
・
地
下
官
人
の
序
文	

二
〇
〇
九
年
五
月	

『
江
戸
文
学
』
四
〇
号

尼
子
経
久
物
語
と
し
て
の
「
菊
花
の
約
」	

二
〇
〇
九
年
一
〇
月	

『
日
本
の
こ
と
ば
と
文
化
』
渓
水
社

秋
成
に
お
け
る
「
い
つ
は
り
」
の
問
題
―
『
春
雨
物
語
』
を
中
心
に
―	

二
〇
一
〇
年
二
月	

�『
日
本
研
究
』
一
三
（
高
麗
大
学
日
本
研
究
セ
ン

タ
ー
）

秋
成
に
お
け
る
古
今
集
序
の
引
用
―
『
ぬ
ば
玉
の
巻
』
か
ら
『
春
雨
物
語
』
ま
で	
二
〇
一
〇
年
八
月	

『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
第
七
五
巻
第
八
号

交
誼
と
報
謝
―
秋
成
晩
年
の
歌
文
―	

二
〇
一
〇
年
一
二
月	

『
語
文
』
第
九
五
輯

秋
成
の
晩
年
と
浄
瑠
璃
―
『
胆
大
小
心
録
』・『
春
雨
物
語
』
を
中
心
に
―	

二
〇
一
〇
年
一
二
月	

『
近
松
研
究
所
紀
要
』
第
二
一
号

中
井
履
軒
・
上
田
秋
成
合
賛
鶉
図
に
つ
い
て
（
共
著
）	

二
〇
一
二
年
二
月	

『
懐
徳
堂
研
究
』
第
三
号

191

U00-5_185-197_osakadaigaku-T_ONO_04-2.indd   191U00-5_185-197_osakadaigaku-T_ONO_04-2.indd   191 2022/03/16   9:552022/03/16   9:55



近
代
歌
謡
考
説
と
そ
の
周
辺	

二
〇
一
二
年
三
月	

�『
国
文
学
研
究
資
料
館
公
募
共
同
研
究 

近
世
風
俗

文
化
学
の
形
成
―
忍
頂
寺
務
草
稿
お
よ
び
旧
蔵
書

と
そ
の
周
辺
』

近
世
文
学
の
一
領
域
と
し
て
の
「
奇
談
」	

二
〇
一
二
年
一
〇
月	

『
日
本
文
学
』
第
六
一
巻
第
一
〇
号

和
文	

二
〇
一
五
年
一
月	

『
上
田
秋
成
研
究
事
典
』
笠
間
書
院

王
昭
君
詩
と
大
石
良
雄
―
『
新
斎
夜
語
』
第
一
話
の
「
名
利
」
説
を
め
ぐ
っ
て
―	

二
〇
一
五
年
一
二
月	

『
語
文
』
第
一
〇
五
輯

木
越
治
氏
へ
―
「
菊
花
の
約
」
の
尼
子
経
久
は
論
ず
る
に
足
ら
ぬ
人
物
か	

二
〇
一
六
年
五
月	

『
リ
ポ
ー
ト
笠
間
』
第
六
〇
号

前
期
読
本
に
お
け
る
和
歌
・
物
語
談
義	

二
〇
一
七
年
六
月	

『
近
世
文
学
史
研
究
二
』
ぺ
り
か
ん
社

妙
法
院
宮
真
仁
法
親
王
の
文
芸
交
流
―
『
妙
法
院
日
次
記
』
を
通
し
て
、
和
歌
を
中
心
に
―	

二
〇
一
八
年
六
月	

�『
文
化
史
の
な
か
の
光
格
天
皇—

朝
儀
復
興
を
支
え

た
文
芸
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
勉
誠
出
版

『
作
者
評
判
千
石
篩
』
考	

二
〇
一
八
年
九
月	

『
日
本
文
学
研
究
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
第
七
号

秋
成
の
学
問
は
創
作
と
ど
う
関
わ
る
の
か	

二
〇
一
九
年
九
月	

�『
古
典
文
学
の
常
識
を
疑
う
Ⅱ　

縦
・
横
・
斜
め
か

ら
書
き
換
え
る
文
学
史
』
勉
誠
出
版

『
絵
本
太
閤
記
』「
淀
君
行
状
」
と
『
唐
土
の
吉
野
』	

二
〇
二
〇
年
八
月	

『
語
文
』
第
一
一
四
輯

未
来
に
活
か
す
古
典
―
「
古
典
は
本
当
に
必
要
な
の
か
」
論
争
の
総
括
と
展
望	

二
〇
二
〇
年
一
〇
月	

『
古
典
の
未
来
学
』
文
学
通
信

近
世
中
期
に
お
け
る
「
テ
ク
ス
ト
遺
産
」
と
「
作
者
」	

二
〇
二
一
年
一
〇
月	

�『
古
典
は
遺
産
か
？
日
本
文
学
に
お
け
る
テ
ク
ス
ト

遺
産
の
利
用
と
再
創
造
』
勉
誠
出
版

雅
俗
往
来
の
な
か
の
秋
成
―
上
方
の
人
的
交
流
の
な
か
で	

二
〇
二
一
年
一
一
月	

『
ア
ナ
ホ
リ
ッ
シ
ュ
國
文
学
』
第
九
号

〈
書
評
〉

紹
介　

五
所
美
子
著
『
歌
人 

上
田
秋
成
』	

一
九
八
八
年
六
月	

『
語
文
研
究
』
第
六
五
号

書
評　

山
下
久
夫 『
本
居
宣
長
と
「
自
然
」』	

一
九
八
四
年
四
月	

『
日
本
文
学
』
第
三
八
巻
第
四
号
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書
評　

美
山
靖
著　
『
秋
成
の
歴
史
小
説
と
そ
の
周
辺
』	

一
九
九
五
年
三
月	

『
国
語
と
国
文
学
』
第
七
二
巻
第
三
号

書
評　

日
野
龍
夫
『
服
部
南
郭
伝
攷
』	

一
九
九
五
年
五
月	

『
国
文
学 

解
釈
と
教
材
の
研
究
』
第
四
四
巻
第
六
号

回
顧
と
展
望
（
日
本
近
世
）　	

一
九
九
六
年
五
月	

『
史
学
雑
誌
』
第
一
〇
五
編
第
五
号　

書
評　

長
島
弘
明
『
秋
成
研
究
』　	

二
〇
〇
二
年
一
月	

『
国
語
と
国
文
学
』
第
七
九
巻
第
一
号

平
成
一
三
年
度
国
語
国
文
学
界
の
展
望　

近
世
（
小
説
）	

二
〇
〇
三
年
二
月	

『
文
学
・
語
学
』
第
一
七
五
号

学
界
時
評　

近
世　

	

二
〇
〇
五
年
九
月	

『
国
文
学 

解
釈
と
教
材
の
研
究
』
第
五
〇
巻
第
九
号

学
界
時
評　

近
世	

二
〇
〇
六
年
三
月	

『
国
文
学 

解
釈
と
教
材
の
研
究
』
第
五
一
巻
第
三
号

学
界
時
評　

近
世	

二
〇
〇
六
年
九
月	

『
国
文
学 

解
釈
と
教
材
の
研
究
』
第
五
一
巻
第
九
号

学
界
時
評　

近
世	

二
〇
〇
七
年
三
月	

『
国
文
学 

解
釈
と
教
材
の
研
究
』
第
五
二
巻
第
三
号

大
輪
靖
宏
編
『
江
戸
文
学
の
冒
険
』	

二
〇
〇
七
年
五
月	

『
週
刊
読
書
人
』
二
六
八
七
号

書
評　

稲
田
篤
信
『
名
分
と
命
禄
―
上
田
秋
成
と
そ
の
時
代
―
』」	

二
〇
〇
七
年
六
月	

『
国
語
と
国
文
学
』
第
八
四
巻
第
六
号

学
界
時
評　

近
世	

二
〇
〇
七
年
九
月	

�『
国
文
学 

解
釈
と
教
材
の
研
究
』
第
五
二
巻
第
一
一

号

紹
介　

西
田
耕
三
『
主
人
公
の
誕
生
』	

二
〇
〇
七
年
一
〇
月	

�『
国
文
学 

解
釈
と
教
材
の
研
究
』
第
五
二
巻
第
一
二

号

学
界
時
評　

近
世	

二
〇
〇
八
年
三
月	

『
国
文
学 

解
釈
と
教
材
の
研
究
』
第
五
三
巻
第
四
号

生
涯
・
万
物
の
霊
・
主
人
公
―
西
田
耕
三
の
「
起
源
」
―　

	

二
〇
〇
八
年
三
月	

�『
文
学
・
芸
術
・
文
化
（
近
畿
大
学
文
芸
学
部
論

集
）』
第
一
九
巻
第
二
号

論
評　

高
野
秀
晴
「
談
義
本
に
見
る
宝
暦
期
江
戸
民
衆
教
化
の
一
端
」	
二
〇
〇
八
年
八
月	

『
日
本
教
育
史
研
究
』
第
二
七
号

書
評　

高
田
衛
著
『
春
雨
物
語
論
』	

二
〇
一
〇
年
七
月	

『
日
本
文
学
』
第
五
九
巻
第
七
号

書
評　

大
高
洋
司
『
京
伝
と
馬
琴
〈
稗
史
も
の
〉
読
本
様
式
の
形
成
』	

二
〇
一
一
年
一
月	

『
図
書
新
聞
』

根
ケ
山
徹
・
尾
崎
千
佳
編
『
山
口
大
学
所
蔵
和
漢
古
典
籍
分
類
目
録
』	

二
〇
一
三
年
二
月	

『
語
文
』
第
一
〇
〇
・
一
〇
一
輯
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高
橋
明
彦
『
楳
図
か
ず
お
論
』	

二
〇
一
五
年
一
〇
月	

『
西
日
本
新
聞
』

書
評 
高
田
衛
著
『
秋
成　

小
説
史
の
研
究
』	

二
〇
一
五
年
五
月	

『
日
本
文
学
』
第
六
四
巻
第
五
号

新
刊
こ
の
一
冊
『
小
津
久
足
の
文
庫
』
菱
岡
憲
司
著	

二
〇
一
七
年
三
月	

『
中
央
公
論
』
第
一
三
一
巻
第
四
号

傑
作
に
潜
む
蠱
惑
的
な
謎 

―
上
田
秋
成
『
春
雨
物
語
』
の
新
出
自
筆
本
―	

二
〇
二
一
年
七
月	

A
LL REV

IEW
S

（W
EB

書
評
誌
）　

八
木
書
店

〈
辞
典
・
図
録
〉

『
西
日
本
未
刊
善
本
展
』（
項
目
執
筆
）	

一
九
八
五
年
一
一
月	

九
州
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
研
究
室

『
朝
日
日
本
歴
史
人
物
事
典
』（
項
目
執
筆
）	

一
九
九
四
年
一
一
月	

朝
日
新
聞
社

『
俳
文
学
大
辞
典
』（
項
目
執
筆
）	

一
九
九
五
年
一
〇
月	

角
川
書
店

『
日
本
古
典
文
学
研
究
史
大
事
典
』（
項
目
執
筆
）	

一
九
九
七
年
一
一
月	

勉
誠
出
版

『
日
本
古
典
文
学
大
事
典
』（
項
目
執
筆
）	

一
九
九
八
年
六
月	

明
治
書
院

『
特
別
展
観
没
後
200
年
記
念 

上
田
秋
成
』（
項
目
執
筆
） 	

二
〇
一
〇
年
七
月	

京
都
国
立
博
物
館

『
上
田
秋
成 

没
後
二
〇
〇
年
記
念
』（
編
集
・
項
目
執
筆
）	

二
〇
一
〇
年
一
〇
月	

日
本
近
世
文
学
会

「
仙
台
忍
頂
寺
家
所
蔵
資
料
目
録
」（
共
著
）	

二
〇
一
一
年
三
月	

『
調
査
研
究
報
告
』第
三
一
号　

国
文
学
研
究
資
料
館

『
和
歌
文
学
大
辞
典
』（
項
目
執
筆
）	

二
〇
一
四
年
一
二
月	

古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

『
浮
世
草
子
大
事
典
』（
コ
ラ
ム
執
筆
）	

二
〇
一
七
年
一
〇
月	

笠
間
書
院

〈
そ
の
他
〉

常
盤
潭
北
論
序
説
―
俳
人
の
庶
民
教
化
―	
一
九
九
三
年
九
月	

『
柿
衛
文
庫
友
の
会
ニ
ュ
ー
ス
』
第
一
八
号

戯
作
、
俗	
一
九
九
三
年
九
月	

『
国
文
学 

解
釈
と
教
材
の
研
究
』
第
四
〇
巻
第
九
号

先
哲
叢
談
聚
議
（
二
）
五
井
持
軒	

一
九
九
五
年
一
月	

『
雅
俗
』
第
二
号

大
村
蘭
台	

一
九
九
五
年
三
月	

『
西
国
大
名
の
文
事
』
葦
書
房　
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刊
記
を
め
ぐ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
共
著
）	

一
九
九
五
年
三
月	

『
調
査
研
究
報
告
』第
一
六
号　

国
文
学
研
究
資
料
館

西
原
晁
樹
の
こ
と	

一
九
九
六
年
五
月	

『
県
史
だ
よ
り
』第
八
五
号　

福
岡
県
地
域
史
研
究
所

談
義
本	

一
九
九
七
年
六
月	

『
時
代
別
日
本
文
学
史
事
典
近
世
編
』　

東
京
堂
出
版　

市
史
抄
片
～
編
さ
ん
だ
よ
り
～
43　

西
原
晁
樹
と
『
な
る
べ
し
』	

一
九
九
八
年
七
月	

『
市
報
や
な
が
わ
』
第
四
七
二
号

危
機
に
立
つ
文
系
基
礎
学	

一
九
九
九
年
五
月	

『
西
日
本
新
聞
』
西
日
本
新
聞
社　

西
原
晁
樹
、
富
士
谷
成
章
・
御
杖	

二
〇
〇
二
年
九
月	

『
新
柳
川
明
証
図
会
』

私
の
研
究　

ひ
と
つ
の
注
釈
か
ら	

二
〇
〇
〇
年
三
月	

�『Y
U

-inform
ation

』 

四
八
号　

山
口
大
学
広
報
委

員
会

日
本
文
学
、
そ
の
可
能
性　

基
調
講
演
コ
メ
ン
ト
・
報
告
概
要
「
奇
談
史
の
可
能
性
」	

二
〇
〇
四
年
二
月	

�『
愛
媛
大
学
教
育
学
部
紀
要
第
Ⅱ
部
人
文
・
社
会
科

学
』
第
三
六
巻
第
二
号

忍
頂
寺
文
庫
・
小
野
文
庫
の
研
究
に
つ
い
て	

二
〇
〇
六
年
三
月	

『
忍
頂
寺
文
庫
・
小
野
文
庫
の
研
究
』

（
影
印
）『
荘
子
絵
抄
』
解
説
と
影
印	

二
〇
〇
七
年
三
月	

�『「
奇
談
」
書
を
中
心
と
す
る
近
世
中
期
上
方
仮
名
読

物
史
の
構
築
』

享
保
以
後
大
坂
出
版
書
籍
目
録
に
よ
る
吉
文
字
屋
市
兵
衛
刊
行
年
表
稿
（
享
保
～
安
永
）（
共
著
）	二
〇
〇
七
年
三
月	

�『「
奇
談
」
書
を
中
心
と
す
る
近
世
中
期
上
方
仮
名
読

物
史
の
構
築
』

「
忍
頂
寺
文
庫
・
小
野
文
庫
の
研
究
」
の
展
開	

二
〇
〇
七
年
三
月	

『
忍
頂
寺
文
庫
・
小
野
文
庫
の
研
究
2
』

秋
成
と
住
吉
御
田
植
神
事	

二
〇
〇
七
年
一
一
月	

『
や
そ
し
ま
』
創
刊
号 

上
方
文
化
芸
能
協
会

秋
成
研
究
の
道
の
り
（
木
越
治
と
の
対
談
）	
二
〇
〇
八
年
二
月	

『
秋
成
文
学
の
生
成
』
森
話
社 

テ
ク
ス
ト
が
生
ま
れ
る
時
、
テ
ク
ス
ト
が
変
わ
る
時
―
共
同
研
究
「
テ
ク
ス
ト
の
生
成
と
変
容
」
を
ふ
り
か
え
っ
て
―　

	

二
〇
〇
八
年
三
月	

�『
テ
ク
ス
ト
の
生
成
と
変
容
』
大
阪
大
学
大
学
院
文

学
研
究
科
広
域
文
化
表
現
論
講
座 

上
田
秋
成
と
蒹
葭
堂	

二
〇
〇
八
年
一
二
月	

『
木
村
蒹
葭
堂
顕
彰
会
会
報
』
第
八
号
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（
座
談
会
）
上
田
秋
成
（
長
島
弘
明
、
木
越
治
、
稲
田
篤
信
）	

二
〇
〇
九
年
一
月	

『
文
学 

隔
月
刊
』、
第
一
〇
巻
第
一
号

モ
ノ
と
し
て
の
古
書
こ
そ	

二
〇
〇
九
年
八
月	

『
日
本
古
書
通
信
』
第
九
六
一
号　

韓
国
で
進
む
日
本
文
学
研
究 	

二
〇
一
一
年
一
〇
月	

『
産
経
新
聞
』

忍
頂
寺
文
庫
・
小
野
文
庫
の
研
究
―
二
〇
一
〇
年
度
―	

二
〇
一
一
年
三
月	

『
忍
頂
寺
文
庫
・
小
野
文
庫
の
研
究
5
』

上
方
文
藝
研
究
の
現
在
（
8
）
上
方
文
藝
研
究
の
会	

二
〇
一
一
年
六
月	

『
上
方
文
藝
研
究
』
第
八
号

逆
境
こ
そ
チ
ャ
ン
ス	

二
〇
一
一
年
六
月	

『
西
鶴
と
浮
世
草
子
の
研
究
』 

第
五
号

ニ
ー
ス
・
シ
ェ
レ
美
術
館
所
蔵
『
北
斎
漫
画
』
に
つ
い
て
の
調
査
報
告
（
共
著
）	

二
〇
一
二
年
三
月	

�『
京
都
市
立
芸
術
大
学
美
術
学
部
研
究
紀
要
』
第
五

六
号

秋
成
と
「
神
医
」
谷
川
兄
弟	

二
〇
一
二
年
三
月	

�『
柿
衞
文
庫
企
画
展　

神
医
と
秋
成　

谷
川
家
資
料

に
み
る
』

江
戸
文
・
雅
俗
・
上
文
―
研
究
同
人
誌
と
私	

二
〇
一
二
年
六
月	

『
雅
俗
』
第
一
一
号

上
田
秋
成
と
懐
徳
堂	

二
〇
一
三
年	

『
記
念
会
だ
よ
り
』（
財
）
懐
徳
堂
記
念
会

La M
anga de H

okusai conservee A
u M

usee Cheret de N
ice

（
共
著
）	

二
〇
一
三
年
三
月	

�『
京
都
市
立
芸
術
大
学
美
術
学
部
研
究
紀
要
』
第
五

七
号

西
鶴
読
解
の
壁
―
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

西
鶴
を
ど
う
読
む
か
」
報
告
を
兼
ね
て	

二
〇
一
三
年
一
一
月	

『
リ
ポ
ー
ト
笠
間
』
第
五
一
号 

コ
ラ
ボ
は
楽
し
―
く
ず
し
字
解
読
支
援
ソ
フ
ト
の
開
発	

二
〇
一
四
年
一
一
月	

�『
み
を
つ
く
し
』
第
五
五
号 

放
送
大
学
大
阪
学
習
セ

ン
タ
ー

学
生
に
お
勧
め
の
一
冊　

歌
舞
伎
入
門	

二
〇
一
五
年
一
一
月	

�『
み
を
つ
く
し
』
第
五
七
号 

放
送
大
学
大
阪
学
習
セ

ン
タ
ー

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
読
み
た
い
！
日
本
の
古
典
籍
」
報
告	
二
〇
一
六
年
七
月	

�『
和
本
リ
テ
ラ
シ
ー
ニ
ュ
ー
ズ
』
第
二
号 

日
本
近
世

文
学
会

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
？
第
103
回　

く
ず
し
字
学
習
支
援
ア
プ
リK

uLA

に
つ
い
て	

二
〇
一
七
年
一
月	

『
専
門
図
書
館
』
二
八
一
号　

専
門
図
書
館
協
議
会

196

U00-5_185-197_osakadaigaku-T_ONO_04-2.indd   196U00-5_185-197_osakadaigaku-T_ONO_04-2.indd   196 2022/03/16   9:552022/03/16   9:55



K
uLA

の
誕
生	

二
〇
一
七
年
二
月	

『
ア
プ
リ
で
学
ぶ
く
ず
し
字
』
笠
間
書
院 

自
著
を
語
る 
番
外
編
『
ア
プ
リ
で
学
ぶ
く
ず
し
字
』	

二
〇
一
七
年
二
月	

『
日
本
の
古
本
屋
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
』
第
二
二
一
号

十
八
世
紀
の
文
学	

二
〇
一
七
年
六
月	

『
近
世
文
学
史
研
究
二
』
ぺ
り
か
ん
社

古
典
籍
を
開
く
た
め
に	

二
〇
一
八
年
一
〇
月	

『
国
文
研
ニ
ュ
ー
ズ
』
五
三
号

巻
頭
言　

江
戸
の
「
奇
談
」
書	

二
〇
一
八
年
五
月	

�『
み
を
つ
く
し
』
第
六
九
号　

放
送
大
学
大
阪
学
習

セ
ン
タ
ー

上
田
秋
成
と
令
和	

二
〇
一
九
年
五
月	

『
西
日
本
新
聞
』

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

現
代
人
と
古
典
・
古
文
の
間
の
「
距
離
感
」	

二
〇
二
〇
年
一
一
月	

『
待
兼
山
文
學
』
一
三　

待
兼
山
文
學
会

「
投
企
す
る
古
典
性
」
と
し
て
の
「
な
い
じ
ぇ
る
芸
術
共
創
ラ
ボ
」	

二
〇
二
一
年
二
月	

『
時
の
束
を
披
く
』
国
文
学
研
究
資
料
館 

な
ぜ
古
典
が
必
要
か
論
理
化
を	

二
〇
二
一
年
一
一
月	

『
西
日
本
新
聞
』
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